
評書

加
藤
陽
子
著

『
徴
兵
制
と
近
代
日
本
』

本
書
の
性
格

遠
　
藤
　
芳
　
信

　
本
書
は
、
下
記
の
目
次
概
要
に
も
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
日
本
の
徴
兵

制
の
変
遷
（
一
八
六
八
年
～
一
九
四
五
年
）
を
通
史
的
に
解
説
し
た
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
ま
で
も
、
徴
兵
制
の
変
遷
に
関
す
る
通
史
的
な
解
説
も
な
い
わ

け
で
は
な
か
っ
た
が
、
近
代
日
本
軍
制
史
研
究
者
の
問
で
は
、
徴
兵
制
の
お

よ
そ
の
変
遷
（
～
八
七
三
年
徴
兵
令
制
定
、
一
八
七
九
年
・
一
八
八
三
年
の

改
正
、
｝
八
八
九
年
の
抜
本
的
改
正
、
一
九
一
八
年
改
正
、
一
九
二
七
年
兵

役
法
制
定
、
　
九
三
九
年
改
正
、
な
ど
の
目
的
・
概
要
）
は
い
わ
ば
自
明
の

ご
と
く
把
握
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
本
書
は
、
徴
兵
制
変
遷
を
通
史
的
に
解
説
す
る
に
あ
た

っ
て
、
従
来
、
上
記
の
よ
う
に
自
明
の
ご
と
く
把
握
さ
れ
て
い
た
も
の
（
あ

る
い
は
、
徴
兵
制
の
主
管
業
務
担
当
の
陸
軍
省
な
ど
の
行
政
的
意
図
な
ど
）

を
、
巻
末
掲
載
の
参
考
資
料
・
文
献
な
ど
に
よ
っ
て
、
再
確
認
し
た
り
、
資

料
的
に
補
足
・
補
強
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
本
書
は
、
後
述

の
よ
う
に
先
行
研
究
な
ど
が
解
明
し
た
徴
兵
制
の
基
本
に
関
す
る
論
理
を
読

み
こ
な
し
て
い
な
い
面
や
初
歩
的
誤
解
も
あ
る
が
、
徴
兵
制
や
軍
制
史
の
初

歩
的
な
研
究
に
と
っ
て
は
利
益
が
あ
る
。

　
評
者
自
身
は
、
従
来
か
ら
、
徴
兵
制
の
通
史
的
解
説
書
の
必
要
性
の
意
義

を
感
じ
て
い
た
。
た
だ
し
、
徴
兵
制
・
兵
役
制
度
は
、
戦
前
ま
で
は
成
年
男

子
の
誰
も
が
関
与
し
、
自
己
の
一
定
の
関
与
経
験
な
ど
に
も
と
づ
き
、
誰
も

が
（
軍
隊
内
外
に
わ
た
る
支
配
・
被
支
配
関
係
の
根
幹
に
ふ
れ
な
い
範
囲
で
、

あ
る
い
は
そ
の
根
幹
的
部
分
を
自
覚
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
な
く
）
発
言
で
き
る

世
俗
的
な
大
衆
的
体
験
を
基
盤
に
し
て
運
営
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
故
、
戦
前

の
徴
兵
制
つ
い
て
は
戦
後
も
多
く
の
世
俗
的
な
議
論
も
あ
ら
わ
れ
た
。
こ
の

種
の
世
俗
的
な
議
論
も
重
要
で
あ
る
が
、
そ
こ
か
ら
本
質
的
な
議
論
を
組
み

立
て
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
徴
兵
制
を
含
む
軍
制
全
体

の
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
な
分
析
を
積
み
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
上
記
陸
軍

省
の
支
配
・
被
支
配
関
係
の
根
幹
的
部
分
を
大
衆
的
に
自
覚
化
さ
せ
な
い
政

策
意
図
の
な
ぞ
り
合
い
的
解
説
や
世
俗
的
な
解
説
を
脱
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
そ
し
て
、
以
上
の
分
析
の
積
み
上
げ
に
よ
っ
て
、
徴
兵
制
の
通
史
的

解
説
書
は
上
記
の
「
自
明
の
把
握
」
の
水
準
を
越
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
徴
兵
制
の
通
史
的
解
説
書
は
、
徴
兵
制
・
兵
役
制

度
自
体
に
貫
か
れ
た
本
質
的
な
論
理
と
周
辺
的
・
世
俗
的
議
論
と
を
鵬
分
け

し
、
徴
兵
制
・
兵
役
制
度
と
近
代
天
皇
制
国
家
の
権
力
的
な
支
配
・
被
支
配

構
造
（
の
秘
密
と
そ
の
重
さ
）
と
の
整
合
関
係
を
安
定
的
に
記
述
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
た
。

　
し
か
る
に
、
今
日
、
著
者
に
よ
っ
て
意
欲
的
に
徴
兵
制
変
遷
の
通
史
的
解

説
書
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、
敬
意
を
表
わ
し
た
い
。
特
に
、
軍

制
・
軍
隊
関
係
の
研
究
は
、
そ
の
独
特
の
用
語
・
概
念
の
理
解
・
把
握
の
習

熟
に
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ふ
求
め
ら
れ
る
が
、
三
＋
代
な
か
ば
の
著
者
が
大
鋤

胆
に
挑
戦
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、
そ
の
労
苦
の
同
情
の
念
を
禁
じ
え
な
い
。
⑱
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二
　
本
書
の
目
次
概
要

本
書
の
目
次
概
要
は
下
記
の
通
り
で
あ
る
。

は1∬おXIX㎜盟VIVIvm
じ
　
め
　
に

武
士
の
な
に
が
問
題
だ
っ
た
の
か

徴
兵
制
確
立
前
の
兵
制

徴
兵
制
導
入
に
あ
た
っ
て
の
論
理
と
兵
士
の
数

フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
の
影
響

大
日
本
帝
国
憲
法
成
立
ま
で

憲
法
と
徴
兵
令

帝
国
議
会
で
の
攻
防

第
一
次
大
戦
の
影
響

日
中
戦
争
期
の
兵
役
法

太
平
洋
戦
争
期
の
兵
役
法

わ
　
り
　
に

三
　
著
者
は
な
ぜ
徴
兵
舗
を
と
り
あ
げ
た
か

　
本
書
冒
頭
の
「
は
じ
め
に
」
に
よ
れ
ば
、
「
徴
兵
制
は
と
り
あ
げ
ら
れ
る

こ
と
の
多
い
課
題
」
で
あ
る
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
で
は
、
上
記

の
よ
う
に
世
俗
的
あ
る
い
は
学
問
的
に
と
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
の
か

は
明
確
で
な
い
。
評
者
は
、
前
者
は
と
も
か
く
と
し
て
、
四
十
数
年
前
に
飯

塚
浩
二
が
、
軍
隊
研
究
は
「
社
会
科
学
的
研
究
の
空
白
地
帯
」
と
述
べ
て
い

た
状
況
は
今
日
も
大
差
な
く
、
徴
兵
制
を
含
む
軍
隊
全
体
に
関
す
る
学
問
的

研
究
は
多
く
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
さ
て
、
著
者
が
徴
兵
制
を
と
り
あ
げ
る
理
由
の
第
｝
は
、
そ
の
「
不
条

理
」
問
題
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
著
者
は
「
ふ
だ
ん
市
民
生
活
を
お
く
っ
て

い
た
も
の
が
、
徴
集
や
召
集
に
よ
っ
て
突
然
兵
士
に
さ
れ
、
戦
場
に
い
っ
て

入
を
殺
し
自
分
も
殺
さ
れ
」
る
と
い
う
よ
う
な
「
量
器
者
に
と
っ
て
実
に
不

条
理
な
こ
と
」
が
過
去
の
戦
争
で
起
こ
っ
た
と
記
述
す
る
。
し
か
し
、
徴

集
・
召
集
な
ど
は
「
突
然
」
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
一
定
の
社
会
的
支
配
関

係
や
制
度
を
基
盤
に
し
て
実
施
さ
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
　
一
八
九
〇
年

「
教
育
勅
語
」
は
周
知
の
よ
う
に
「
　
旦
緩
急
ア
レ
ハ
義
勇
公
二
奉
シ
」
と

述
べ
、
戦
争
に
対
す
る
準
備
を
求
め
て
い
た
。
つ
ま
り
、
「
不
条
理
」
を

「
不
条
理
」
と
思
わ
せ
な
い
よ
う
な
社
会
的
支
配
関
係
・
制
度
を
つ
く
り
あ

げ
つ
つ
、
徴
兵
制
は
成
立
・
確
立
・
施
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
「
家
」
制

度
・
戸
籍
制
度
と
徴
兵
制
と
の
関
係
を
め
ぐ
る
法
学
関
係
者
の
研
究
も
、
上

記
の
徴
兵
制
を
支
え
る
社
会
的
支
配
制
度
を
解
明
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
、

著
者
は
、
そ
う
し
た
「
不
条
理
」
に
対
し
て
、
国
民
は
「
個
人
的
家
庭
的
な

幸
福
追
求
の
権
利
を
も
っ
て
い
る
」
と
記
述
す
る
が
、
す
く
な
く
と
も
戦
前

の
明
治
憲
法
に
対
す
る
誤
解
が
あ
る
。
明
治
憲
法
は
幸
福
追
求
権
を
規
定
せ

ず
、
仮
に
想
定
さ
れ
た
と
し
て
も
恩
賜
・
恩
恵
の
も
の
で
あ
り
、
戦
後
の
日

本
国
憲
法
に
お
け
る
幸
福
追
求
権
と
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
第
二
の
理
由
と
し
て
、
著
者
は
徴
兵
制
と
志
願
制
と
の
関
係
を
見
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
日
本
の
兵
制
の
特
異
性
を
考
察
し
た
い
と
記
述
す
る
。
た
だ
し
、

著
者
は
、
徴
兵
制
は
「
軍
紀
を
厳
格
に
保
ち
や
す
く
」
と
記
述
す
る
が
、
根

拠
は
な
く
、
世
俗
的
な
議
論
で
あ
る
。
第
三
の
理
由
と
し
て
、
著
者
は
太
平

洋
戦
争
期
の
兵
員
徴
集
率
七
九
％
を
示
し
、
多
数
の
国
民
男
子
を
カ
ヴ

ァ
ー
・
管
理
す
る
法
（
兵
役
法
）
の
研
究
の
意
義
を
述
べ
る
。
そ
れ
は
そ
の

通
り
で
あ
る
。
た
だ
し
、
著
者
が
、
多
数
の
国
章
を
収
容
す
る
軍
隊
・
兵
営

生
活
が
一
般
国
民
の
社
会
生
活
か
ら
懸
隔
し
、
「
極
端
に
束
縛
不
自
由
に
な

96 （900）



評沿

っ
た
」
と
述
べ
た
佐
藤
鋼
次
郎
著
『
軍
隊
と
杜
会
問
題
』
を
紹
介
し
、
国
民

生
活
の
質
や
社
会
性
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
よ
っ
て
軍
隊
の
特
徴
も
規
定
さ
れ
る
と

記
述
し
て
い
る
こ
と
は
、
一
面
で
は
正
し
く
、
一
号
で
は
不
十
分
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
日
本
で
は
「
束
縛
不
自
由
」
な
兵
営
生
活
・
軍
隊
教
育
の
力
に

よ
っ
て
、
社
会
を
「
近
代
化
」
し
、
国
民
生
活
・
国
民
教
育
を
リ
ー
ド
し
、

逆
規
定
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
通
常
「
兵
営
は
国
民
の
学
校
」

と
称
さ
れ
、
兵
営
生
活
・
軍
隊
教
育
の
再
生
産
が
図
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
著

着
紹
介
の
宇
垣
一
成
の
陸
軍
大
臣
時
代
の
『
寧
垣
一
成
日
記
』
も
軍
隊
教
育

の
再
生
産
に
触
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
著
者
は
本
書
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
①
徴
兵
制
の
最
初
の
第
一
歩
に
関

す
る
歴
史
的
評
価
が
確
定
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
あ
る

こ
と
、
②
国
民
と
軍
部
を
結
ぶ
窓
口
と
し
て
の
徴
兵
制
か
ら
軍
部
の
政
治
的

発
言
力
の
増
大
を
論
じ
た
も
の
は
（
過
去
に
）
「
案
外
な
い
と
い
う
気
が
す

る
」
と
、
述
べ
、
こ
の
克
服
を
課
題
と
し
て
提
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
課

題
は
重
要
で
あ
る
が
、
①
は
、
徴
兵
制
の
い
わ
ゆ
る
「
試
行
錯
誤
期
」
に
相

当
し
、
そ
こ
か
ら
徴
兵
制
の
本
質
（
日
本
徴
兵
制
の
世
界
史
的
特
質
）
な
ど

を
抽
出
す
る
こ
と
は
、
無
理
な
議
論
に
な
る
。
ま
た
、
著
者
は
ノ
ー
マ
ン
の

研
究
が
、
戦
後
日
本
の
明
治
維
新
論
と
徴
兵
制
論
と
の
関
係
研
究
に
影
響
を

与
え
た
と
述
べ
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
、
（
他
分
野
の
歴
史
研
究
以
上
に

禁
圧
・
制
約
さ
れ
て
い
た
）
徴
兵
制
や
軍
制
の
研
究
が
「
解
禁
」
さ
れ
た
時

期
に
お
け
る
影
響
や
関
係
研
究
で
あ
る
が
故
に
、
未
熟
さ
や
弱
点
が
仮
に
あ

れ
ば
、
そ
れ
は
当
然
だ
ろ
う
。
重
要
な
の
は
徴
兵
制
研
究
の
到
達
点
や
基
準

を
五
十
年
前
に
逆
も
ど
り
さ
せ
る
の
で
な
く
、
著
者
が
十
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し

た
先
行
研
究
の
諸
著
作
に
お
け
る
論
理
は
、
以
上
の
「
試
行
錯
誤
期
」
や
太

平
洋
戦
争
期
の
徴
兵
制
の
本
質
・
論
理
の
解
明
に
有
効
か
否
か
を
考
察
す
べ

き
だ
ろ
う
。

　
②
も
同
様
に
、
著
者
紹
介
の
評
者
拙
著
『
近
代
日
本
軍
隊
教
育
史
研
究
』

（
青
木
書
店
）
第
3
部
第
1
章
に
お
い
て
、
日
本
徴
兵
制
の
世
界
史
的
特
質

（
本
籍
地
徴
集
主
義
、
兵
役
を
金
銭
納
税
義
務
と
等
価
値
視
し
な
か
っ
た
こ

と
、
「
家
」
賦
役
）
を
基
盤
に
し
て
徴
兵
援
護
組
織
が
作
ら
れ
、
や
が
て
在

郷
軍
人
会
が
軍
部
の
政
治
的
手
脚
と
し
て
成
立
し
、
軍
部
の
政
治
的
発
言
力

が
増
大
し
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
著
者
は
一
九
三
三
年
の
ゴ
ー
・
ス
ト
ッ

プ
事
件
（
警
察
と
軍
隊
の
対
立
）
を
紹
介
し
、
世
論
が
軍
隊
を
応
援
し
た
こ

と
を
特
記
し
て
い
る
。
世
論
の
軍
隊
応
援
が
あ
っ
た
と
し
て
も
な
に
も
不
思

議
で
は
な
い
。
評
者
は
、
戦
前
日
本
に
お
け
る
住
民
大
衆
の
警
察
援
護
組
織

の
結
成
を
現
在
ま
で
に
見
た
こ
と
は
な
い
が
、
上
記
の
よ
う
に
徴
兵
援
護
組

織
は
結
成
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
軍
隊
は
大
衆
的
基
盤
を
も
っ
て
お
り
、

住
民
大
衆
の
軍
隊
応
援
は
意
外
な
こ
と
で
は
な
い
。

　
な
お
、
徴
兵
援
護
組
織
の
結
成
は
、
徴
兵
制
が
半
封
建
的
な
「
村
」
賦
役

で
あ
っ
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
い
わ
ゆ
る
「
講
座
派
」

が
日
本
資
本
主
義
分
析
で
重
点
的
に
解
明
し
た
半
封
建
的
本
質
や
支
配
構
造

が
徴
兵
制
に
貫
徹
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
著
者
は
「
講
座
派
的

な
明
治
維
新
理
解
」
を
「
行
駆
上
正
し
て
ゆ
き
た
い
」
と
記
述
す
る
が
、
山

田
盛
太
郎
著
『
国
本
資
本
主
義
分
析
』
に
一
部
依
拠
し
た
上
記
評
者
拙
著
に

お
け
る
「
上
等
兵
養
成
主
導
の
軍
隊
教
育
の
計
画
化
」
の
論
理
や
徴
兵
援
護

組
織
結
成
に
対
す
る
批
判
・
言
及
を
避
け
て
い
る
の
は
惜
し
ま
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
四
　
本
書
が
解
明
し
よ
う
と
し
た
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

　
著
者
が
本
書
で
比
較
的
に
力
点
を
お
い
た
の
が
、
目
次
で
い
え
ば
、
工
、
　
⑲

H
、
巫
、
W
な
ど
だ
ろ
う
。
そ
の
な
か
で
、
著
者
は
「
兵
士
の
数
に
こ
だ
わ
　
　
9
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っ
て
」
考
察
を
す
す
め
る
。
た
と
え
ば
、
①
ド
イ
ツ
の
国
家
予
糞
と
の
対
比

で
、
「
日
本
の
兵
員
は
少
な
か
っ
た
」
こ
と
、
②
御
親
兵
（
近
衛
兵
の
前
身
）

と
各
藩
の
常
備
兵
か
ら
な
る
鎮
台
兵
を
一
挙
に
吸
収
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

こ
こ
に
徴
兵
の
兵
員
が
き
わ
め
て
少
な
い
人
員
で
ス
タ
ー
ト
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
っ
た
潜
在
的
要
因
の
｝
つ
が
あ
っ
た
こ
と
、
③
兵
員
を
多
く
と
る

た
め
徴
兵
制
を
採
用
し
な
が
ら
も
、
一
年
あ
た
り
の
徴
員
数
が
少
な
い
の
は

な
ぜ
か
、
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
初
期
徴
兵
令
の
免
役
条
項
や
現
役
服
役
期

間
な
ど
を
検
討
し
、
三
年
間
の
現
役
在
営
期
間
に
お
け
る
軍
隊
教
育
の
重
視

が
毎
年
の
（
少
数
の
）
現
役
徴
集
兵
員
数
を
決
定
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
、

「
実
際
に
一
年
間
に
入
営
さ
せ
る
も
の
の
数
、
す
な
わ
ち
分
子
を
大
き
く
し

ょ
う
と
し
て
い
な
い
点
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
注
意
が
払
わ
れ
て
こ
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
記
述
す
る
。
し
か
し
、
著
者
の
指
摘
は
議
論

を
逆
戻
り
さ
せ
て
い
る
。

　
軍
制
史
研
究
で
は
初
歩
的
な
指
摘
に
な
る
が
、
第
一
に
、
毎
年
の
徴
集
兵

員
数
を
決
定
す
る
も
の
は
、
常
備
軍
編
制
に
も
と
つ
く
法
律
上
の
収
容
兵
力

定
員
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
収
容
兵
力
定
員
の
な
か
で
毎
年
除
隊
し
欠
け

て
い
く
人
員
（
欠
員
）
を
補
充
し
供
給
す
る
の
が
、
兵
役
制
度
で
あ
る
。
た

と
え
ば
、
西
南
戦
争
前
の
｝
八
七
六
年
に
陸
軍
兵
力
の
大
多
数
を
占
め
た
歩

兵
の
連
隊
数
は
「
六
個
で
あ
り
、
「
個
連
隊
の
兵
卒
の
法
律
上
の
定
員
は
約

｝
九
〇
〇
名
で
あ
っ
た
。
一
六
個
の
歩
兵
連
隊
合
計
で
は
約
三
万
名
に
な
る
。

こ
こ
で
、
こ
の
定
員
が
多
い
か
少
な
い
か
は
、
ま
ず
、
受
入
れ
連
隊
数
の
多

寡
・
増
減
に
か
か
わ
る
議
論
（
軍
備
の
拡
張
と
縮
小
の
可
否
な
ど
）
を
処
理

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ぎ
に
、
初
期
徴
兵
令
に
よ
る
現
役
徴
集
兵
員
数

の
多
寡
を
争
点
に
す
る
議
論
・
評
価
も
収
容
兵
力
定
員
を
基
準
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
毎
年
、
現
役
徴
集
兵
員
数
は
各
徴
兵
区
に
わ
り
あ
て

ら
れ
た
。

　
そ
の
後
、
　
八
八
二
年
か
ら
の
軍
備
拡
張
政
策
に
よ
っ
て
歩
兵
連
隊
は
、

二
八
個
の
整
備
拡
張
を
目
標
に
し
た
こ
と
に
よ
り
収
容
兵
力
定
員
も
増
加
し
、

し
た
が
っ
て
毎
年
の
現
役
徴
集
兵
員
数
も
増
加
し
た
。
ま
た
、
軍
備
拡
張
期

で
る
か
ら
、
軍
備
に
対
す
る
国
民
の
「
熱
意
」
「
元
気
」
「
志
気
」
の
高
揚
が

求
め
ら
れ
、
免
役
や
徴
兵
忌
避
の
是
正
・
防
止
が
政
癖
の
重
要
課
題
に
な
る

の
は
当
然
で
あ
っ
た
。
著
者
は
「
兵
員
数
を
増
や
す
は
ず
の
国
民
皆
兵
」
と

記
述
し
、
初
期
徴
兵
令
下
に
お
い
て
徴
集
兵
員
数
が
「
少
な
い
」
こ
と
を

「
奇
異
」
な
も
の
と
し
て
議
論
を
す
す
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、

国
民
皆
兵
を
め
ざ
す
徴
兵
制
と
は
、
不
特
定
多
数
の
国
民
大
衆
を
供
給
源
に

し
て
、
兵
員
を
｝
般
的
に
は
可
能
な
限
り
強
制
的
に
採
用
で
き
る
と
い
う
兵

員
採
用
の
権
能
や
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
に
か
か
わ
る
概
念
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

国
昆
皆
兵
と
し
て
の
徴
兵
制
と
は
（
国
民
・
住
詩
評
武
装
体
制
構
築
を
例
外

と
す
れ
ば
）
、
徴
兵
対
象
者
・
合
格
瀕
す
べ
て
を
現
役
兵
と
し
て
入
営
さ
せ

て
兵
員
を
増
や
し
、
そ
の
よ
う
に
し
て
集
め
ら
れ
た
兵
員
に
よ
っ
て
ま
る
ご

と
自
動
的
に
軍
隊
を
編
成
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
本
書
に
は
徴
兵
制
や
兵
役

制
度
の
定
義
は
な
い
が
、
兵
役
制
度
の
目
的
は
上
記
の
よ
う
に
、
軍
に
必
要

な
兵
員
の
供
給
に
あ
り
、
徴
兵
制
に
よ
る
兵
員
徴
集
も
広
義
に
は
定
員
に
対

す
る
安
価
な
欠
員
補
充
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
二
に
、
平
時
に
お
い
て
、
常
時
、
た
と
え
ば
、
以
上
の
三
万
名
を
確
保

す
る
場
合
、
そ
の
確
保
の
数
字
的
操
作
が
軍
隊
教
育
制
度
（
教
育
期
）
と
の

関
係
で
決
定
さ
れ
る
。
近
代
軍
隊
は
小
銃
の
発
達
を
前
提
に
し
た
大
衆
的
軍

隊
の
編
成
を
目
的
に
し
、
特
殊
な
裁
技
の
習
得
・
習
熟
と
身
分
制
に
依
拠
す

る
封
建
的
武
士
団
・
騎
士
団
を
駆
逐
・
解
体
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
た
。

こ
の
近
代
軍
隊
の
成
立
は
兵
員
の
特
殊
な
教
育
を
必
要
と
せ
ず
、
小
銃
の
操
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評書

誤
・
使
用
お
よ
び
部
隊
と
し
て
の
行
動
・
運
動
の
訓
練
を
経
て
、
戦
場
に
お

け
る
完
成
さ
れ
た
兵
員
と
し
て
の
活
動
が
で
き
る
ま
で
の
教
育
期
間
は
、
お

よ
そ
、
二
～
三
カ
月
間
や
四
～
六
カ
月
間
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
初
期
徴
兵

令
の
頃
で
は
「
生
兵
」
「
新
兵
」
と
し
て
の
教
育
期
間
に
相
当
し
、
そ
の
教

育
期
間
で
ほ
ぼ
「
一
入
前
」
の
兵
員
と
し
て
完
成
さ
れ
る
。
そ
れ
故
、
上
記

の
総
員
約
三
万
名
を
供
給
す
る
の
に
、
た
と
え
ば
、
①
六
カ
月
ご
と
に
総
入

れ
替
え
す
る
場
合
に
は
一
年
間
を
通
し
て
約
六
万
名
の
徴
集
兵
貝
が
必
要
で

あ
り
、
②
一
年
ご
と
に
総
入
れ
替
え
す
る
場
合
に
は
一
年
を
通
し
て
約
三
万

名
の
徴
集
兵
員
が
必
要
で
あ
り
、
③
現
役
三
年
在
営
に
し
て
、
｝
年
ご
と
に

総
兵
員
の
三
分
の
一
を
入
れ
替
え
を
す
れ
ば
、
【
年
間
を
通
し
て
約
　
万
名

の
徴
集
兵
員
で
充
足
さ
れ
る
、
等
の
数
字
的
操
作
が
行
な
わ
れ
る
。
そ
し
て
、

初
期
徴
兵
令
は
著
者
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
③
の
よ
う
な
数
字
的
操
作
に
よ

る
「
新
陳
相
交
換
」
を
選
択
し
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
毎
年
の
徴
集
兵
員
数
の
多
寡
は
、
収
容
兵
力
定
員
決
定
と

軍
隊
教
育
の
制
度
・
理
念
の
結
果
や
反
映
の
問
題
で
あ
る
。
著
者
が
そ
の
多

寡
を
重
視
し
積
極
的
に
考
察
の
対
象
に
す
る
な
ら
ば
、
収
容
兵
力
定
員
決
定

を
め
ぐ
る
防
衛
政
策
・
国
家
財
政
な
ど
の
検
討
お
よ
び
、
そ
こ
で
の
軍
隊
教

育
の
制
度
・
理
念
・
内
容
・
方
法
自
体
の
本
質
・
論
理
を
積
極
的
に
解
明
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
そ
の
場
合
、
著
者
は
、
徴
兵
制
や
軍
隊
教
育
の
制
度
・
理
念
に
か
か
わ
っ

て
、
「
大
き
な
母
集
団
か
ら
少
な
い
人
員
を
選
抜
す
る
『
自
由
』
」
や
「
少
な

く
て
も
よ
い
か
ら
国
家
の
醤
か
ら
見
て
優
秀
だ
と
思
え
る
人
物
を
選
抜
で
き

る
『
自
由
ヒ
を
国
家
が
確
保
し
「
満
喫
」
す
る
と
か
、
「
少
数
精
兵
を
長
期

に
在
営
さ
せ
る
」
．
「
少
数
精
鋭
」
な
ど
を
め
ざ
し
た
、
云
々
と
頻
繁
に
記
述

す
る
。
し
か
し
、
「
少
数
精
兵
」
な
ど
の
書
葉
は
い
わ
ゆ
る
枕
詞
や
外
交
辞

令
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
許
容
さ
れ
る
と
し
て
も
、
「
良
兵
」
「
劣
弱

兵
」
な
る
も
の
と
区
別
す
る
絶
対
的
・
客
観
的
基
準
は
な
い
。
「
少
数
」
だ

か
ら
「
精
鋭
」
「
優
秀
」
で
あ
る
こ
と
は
な
い
。
著
者
は
「
精
兵
」
「
粗
兵
」

の
定
義
を
し
て
い
な
い
が
、
戦
前
の
軍
隊
教
育
の
当
局
者
が
「
少
数
精
兵
」

な
ど
と
述
べ
た
こ
と
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
こ
の
種
の
醤
葉
を
無
批
判
的
に
使

用
す
る
の
は
、
学
問
的
研
究
に
お
け
る
世
俗
性
の
同
居
を
免
れ
な
い
。
著
者

に
は
、
徴
兵
制
に
よ
っ
て
「
選
抜
」
さ
れ
る
「
少
数
者
」
を
「
エ
リ
ー
ト
」

と
み
な
す
発
想
が
み
ら
れ
る
。
要
す
る
に
、
今
日
の
「
受
験
体
制
」
の
よ
う

に
、
受
験
者
が
多
数
者
で
、
合
格
者
が
少
数
者
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
つ
ま

り
、
「
競
争
率
」
が
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
、
合
格
者
（
徴
兵
検
査
合
格
者
で
、

軍
隊
入
営
者
）
は
「
優
秀
」
で
あ
る
と
考
え
る
発
想
に
近
い
。

　
同
様
に
、
著
者
が
W
で
、
徴
兵
検
査
合
格
者
で
「
籔
で
常
備
兵
・
補
充
兵

に
あ
た
っ
た
も
の
は
、
読
み
書
き
算
術
の
試
験
を
お
こ
な
っ
て
、
合
格
な
ら

ば
兵
士
に
な
る
。
」
と
記
述
す
る
こ
と
も
誤
解
で
あ
る
。
徴
兵
検
査
合
格
者

で
常
備
兵
・
補
充
兵
当
籔
者
に
対
す
る
算
・
筆
試
験
と
は
、
当
該
当
意
者
の

教
育
程
度
の
調
査
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
る
も
の
で
、
兵
員
の
合
格
者
・
不
合

格
者
の
決
定
の
手
続
き
と
は
無
関
係
で
る
。
著
者
の
誤
解
は
、
「
試
験
」
と

い
え
ば
、
大
学
入
学
試
験
の
よ
う
に
、
合
格
者
・
不
合
格
者
の
選
別
・
決
定

の
目
的
・
機
能
の
視
点
か
ら
把
握
す
る
発
想
に
も
と
づ
い
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。　
そ
れ
は
と
も
か
く
、
著
者
は
、
上
記
の
よ
う
な
兵
員
補
充
・
供
給
の
「
新

陳
相
交
換
」
に
よ
る
教
育
（
著
者
に
よ
れ
ば
「
少
数
精
兵
」
を
め
ざ
す
）
に

重
点
を
お
い
た
日
本
の
徴
兵
制
は
、
「
独
仏
と
も
異
な
っ
た
特
微
を
帯
び
て

い
る
」
と
結
論
づ
け
る
。
し
か
し
、
著
者
の
こ
の
結
論
は
誤
解
で
あ
る
。
近

代
の
微
兵
制
は
本
来
的
に
少
数
者
の
長
期
在
営
に
よ
る
「
新
陳
相
交
換
」
を
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基
本
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
点
で
は
日
本
の
徴
兵
制
は
ド
イ
ツ
や
フ
ラ

ン
ス
と
共
通
し
て
い
る
。
著
者
紹
介
の
評
者
の
拙
著
第
1
部
第
1
章
と
拙
稿

「
十
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
徴
兵
制
研
究
ノ
ー
ト
」
な
ど
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、

フ
ラ
ン
ス
で
も
兵
員
と
し
て
の
武
器
操
作
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
「
形
而
下
」
の

能
力
・
技
術
は
短
期
間
で
も
形
成
さ
れ
る
が
、
「
形
而
上
」
の
資
質
（
「
集
中

力
・
気
力
」
「
徳
義
」
な
ど
を
重
視
し
た
少
数
の
「
精
兵
」
を
教
育
）
は
長

期
在
営
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
と
い
う
議
論
が
絶
え
な
か
っ
た
。
帝
国
主
義

軍
隊
に
共
通
す
る
徴
兵
制
の
特
徴
だ
ろ
う
。

五
　
本
書
の
そ
の
他
の
問
題
点

　
（
一
）
　
著
者
は
、
一
八
七
六
年
徴
兵
令
中
一
部
増
加
や
、
一
八
七
九
年
徴

兵
令
改
正
第
二
条
「
上
下
士
官
ト
為
ン
コ
ト
ヲ
志
願
ス
ル
者
ハ
検
査
格
例
二

照
シ
士
官
学
校
又
ハ
教
導
団
二
藍
ラ
シ
ム
」
（
第
三
項
）
、
「
技
芸
二
熟
シ
且

才
気
ア
ル
者
ハ
之
ヲ
抜
擢
シ
下
士
二
重
ス
」
（
第
二
項
）
の
法
制
局
審
査
・

元
老
院
審
議
過
程
な
ど
を
検
討
し
、
政
府
・
陸
軍
省
に
お
け
る
徴
兵
制
を
通

し
て
の
将
校
・
下
士
密
の
「
精
選
抜
擢
」
の
発
想
の
積
極
性
を
強
調
す
る
。

こ
の
著
者
の
強
調
は
、
著
者
の
上
記
の
「
少
数
の
優
秀
者
選
抜
論
」
に
連
動

す
る
も
の
で
あ
る
が
、
誤
解
が
あ
る
。

　
第
｝
に
、
当
時
の
下
士
の
専
門
的
養
成
に
か
か
わ
る
陸
軍
教
導
団
条
例
並

概
則
に
も
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
教
導
団
生
徒
は
、
軍
隊
の
兵
卒
か
ら

の
採
用
を
第
一
と
し
、
不
足
分
を
軍
隊
外
か
ら
の
一
般
採
用
に
よ
っ
て
補
う

こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
採
用
に
あ
た
っ
て
は
一
定
の
検
査
格

（
写
字
・
読
書
・
算
術
な
ど
）
を
課
し
て
い
た
。
ま
た
、
一
八
七
三
年
徴
兵

令
は
、
　
般
徴
集
兵
員
に
よ
る
下
士
任
用
体
制
な
ど
を
規
定
し
て
い
た
。
一

八
七
六
年
徴
兵
令
中
　
部
増
加
に
際
し
て
の
山
県
有
朋
陸
軍
卿
の
上
申
書
は
、

教
導
団
へ
の
志
願
者
が
少
な
い
現
状
を
ふ
ま
え
、
徴
兵
令
に
対
し
て
、
徴
集

兵
員
に
よ
る
教
導
団
生
徒
の
志
願
・
選
抜
の
明
文
増
設
を
求
め
て
い
た
。
つ

ま
り
、
徴
兵
令
の
中
で
も
教
導
団
生
徒
募
集
を
宣
伝
し
た
の
で
あ
る
。
著
者

は
、
徴
兵
令
条
文
上
の
「
抜
擢
」
の
文
言
に
「
光
栄
」
「
祝
福
」
な
ど
を
感

じ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
兵
員
か
ら
の
下
士
採
用
・
補
充
体
制
は
「
奇
異
」
で

は
な
い
。
ま
た
、
当
時
の
陸
軍
教
導
団
条
例
並
概
則
に
は
、
卒
業
生
徒
で

「
学
術
秀
逸
ニ
シ
テ
殊
二
行
状
方
正
ノ
者
」
を
選
抜
し
て
士
官
学
校
に
転
入

さ
せ
る
と
い
う
規
定
が
あ
り
、
同
番
定
を
徴
兵
令
上
に
お
い
て
も
明
文
化
し

た
も
の
で
あ
る
。
当
時
の
士
官
学
校
の
生
徒
志
願
者
に
は
学
歴
の
資
格
・
制

限
は
な
く
、
　
一
般
庶
民
や
～
般
徴
集
兵
員
出
身
の
教
導
団
生
徒
が
同
校
検
査

格
に
合
格
す
れ
ば
、
同
校
生
徒
に
採
用
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。
当
時
こ

の
種
の
将
校
採
用
の
可
能
性
の
シ
ス
テ
ム
は
「
奇
異
」
で
は
な
く
、
宣
伝
の

た
め
に
徴
兵
令
上
に
明
文
化
し
た
に
す
ぎ
な
い
。

　
第
二
に
、
著
者
は
、
「
将
校
や
下
士
官
を
普
通
の
徴
集
兵
か
ら
精
選
抜
擢

し
て
得
よ
う
と
の
内
閣
側
の
発
想
は
、
明
治
　
○
年
の
西
南
戦
争
の
苦
境
の

申
で
山
県
が
つ
か
ん
だ
経
験
則
か
も
し
れ
な
い
」
と
記
述
す
る
が
、
二
重
の

誤
解
で
あ
る
。
　
般
徴
集
兵
員
か
ら
の
教
導
団
生
徒
採
用
（
あ
る
い
は
そ
の

後
の
士
官
学
校
転
入
）
は
、
上
記
の
よ
う
に
西
南
戦
争
前
に
す
で
に
建
軍
期

の
下
士
養
成
・
補
充
体
制
に
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
下
士
と
兵
員
の
と
の
差
異

は
熟
練
の
程
度
に
す
ぎ
ず
、
本
質
的
な
区
別
は
な
く
、
一
般
徴
集
兵
員
の
現

役
服
役
の
長
期
化
が
下
士
と
し
て
の
服
役
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
な
お
、
山

県
有
朋
は
西
南
戦
争
期
に
、
緊
急
避
難
的
に
徒
士
官
の
欠
員
を
下
士
に
よ
っ

て
補
充
し
、
下
士
の
欠
員
を
兵
員
か
ら
補
充
す
る
旨
を
告
諭
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
兵
員
か
ら
下
士
へ
の
任
用
は
本
人
の
志
望
に
よ
っ
て
同
戦
役
期
間
中
の

み
下
士
と
し
て
服
役
し
て
よ
い
と
い
う
臨
時
的
措
置
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
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評書

同
年
十
月
に
、
①
常
備
兵
・
後
備
兵
・
臨
時
召
集
の
元
壮
兵
で
西
南
戦
争
中

に
下
士
に
任
用
さ
れ
た
者
は
す
べ
て
免
官
さ
れ
、
元
壮
盛
を
除
き
、
各
自
元

役
に
復
さ
れ
た
、
②
引
き
続
き
下
士
服
役
の
志
願
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
定
規
に

も
と
つ
く
服
役
期
間
が
決
め
ら
れ
た
。
つ
ぎ
に
曹
長
か
ら
少
尉
へ
の
昇
進
は
、

｝
八
八
○
年
代
後
半
か
ら
特
例
と
さ
れ
、
将
校
と
下
士
と
の
間
に
鮮
明
な
一

線
が
画
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
兵
員
か
ら
下
士
へ
の
昇
進
問
題
と
同
レ
ベ
ル
で

議
論
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
日
清
戦
争
期
に
緊
急
避
難
的
に
特
務

曹
長
か
ら
少
尉
に
任
用
さ
れ
る
措
置
が
と
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
監
軍

山
県
有
朋
は
、
同
少
尉
の
多
く
は
将
校
の
職
務
遂
行
の
知
識
に
欠
け
る
と
こ

ろ
が
あ
る
の
で
、
同
少
尉
の
た
め
に
特
別
な
教
育
を
施
す
る
こ
と
の
訓
示
を

将
校
団
長
に
与
え
た
。
つ
ま
り
、
下
士
出
身
将
校
と
士
官
学
校
出
身
将
校
と

の
鮮
明
な
区
別
に
神
経
を
集
中
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
下
士

の
将
校
昇
進
に
対
す
る
抑
制
策
の
反
映
で
あ
る
。

　
本
書
に
は
軍
隊
に
お
け
る
下
士
の
地
位
に
関
す
る
言
及
は
な
く
、
か
つ
、

著
者
紹
介
の
山
県
有
朋
ら
の
「
主
一
警
士
論
」
に
お
け
る
日
本
の
下
士
の
終

身
雇
用
の
困
難
性
の
指
摘
を
無
視
し
て
い
る
。
臼
本
徴
兵
制
下
の
下
士
は
、

建
軍
期
か
ら
、
歴
史
的
な
地
位
低
下
傾
向
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
兵
員

と
同
一
線
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
一
八
九
〇
年
代
末
に
は
終
身
雇
用
を
否
定

さ
れ
る
。
山
県
有
朋
が
指
摘
し
た
下
士
志
願
者
不
足
も
下
士
の
地
位
の
歴
史

的
低
下
傾
向
の
反
映
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
下
士
へ
の
採
用
は
志
願
・
抜
擢

の
手
続
き
を
問
わ
ず
、
「
光
栄
」
な
も
の
で
は
な
く
、
著
者
の
よ
う
に
積
極

的
な
議
論
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
は
世
俗
性
を
免
れ
な
い
。

　
（
二
）
　
著
者
は
、
戦
前
に
お
け
る
必
任
義
務
徴
兵
制
の
基
本
的
原
型
を
法

制
的
に
整
備
し
た
一
八
八
九
年
徴
兵
令
改
正
の
陸
軍
省
起
案
・
法
制
局
審

査
・
元
老
院
審
議
の
過
程
な
ど
を
検
討
し
、
特
に
同
徴
兵
令
第
二
十
条
「
徴

集
二
応
ス
ル
ト
キ
旧
態
家
族
自
活
シ
能
ハ
サ
ル
ノ
確
証
ア
ル
甘
干
本
人
ノ
願

二
由
リ
徴
集
ヲ
延
期
ス
其
事
故
三
箇
年
ヲ
過
ク
ル
モ
諸
国
マ
サ
ル
者
ハ
国
昆

兵
役
二
服
制
シ
ム
」
に
関
し
て
は
、
「
そ
の
実
態
は
ど
う
で
あ
れ
、
（
貧
窮
無

力
な
人
民
に
よ
っ
て
一
評
者
）
ま
ず
は
好
感
を
も
っ
て
む
か
え
ら
れ
た
で

あ
ろ
う
」
と
好
感
的
に
評
価
す
る
。
ま
た
、
著
者
は
、
軍
は
貧
困
無
力
な
入

民
の
「
側
」
に
立
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
必
要
が
あ
っ
た
と
記
述
す
る
。
し

か
し
、
著
者
の
こ
の
評
価
は
初
期
徴
兵
令
か
ら
一
八
九
〇
年
ま
で
の
徴
兵
制

に
対
す
る
理
解
の
浅
さ
や
天
皇
制
軍
隊
へ
の
賞
賛
を
示
し
て
い
る
。

　
第
　
に
、
一
八
七
三
年
徴
兵
令
か
ら
一
八
八
三
年
徴
兵
令
改
正
ま
で
に
お

い
て
、
徴
集
に
か
か
わ
る
免
役
・
猶
予
の
判
定
根
拠
は
諸
々
の
「
名
義
」
に

お
い
て
い
た
が
、
そ
こ
に
は
非
合
法
的
な
「
情
実
」
に
よ
る
判
定
も
随
伴
さ

せ
て
い
た
。
地
方
行
政
機
関
は
こ
の
「
情
実
」
に
よ
る
「
判
定
権
限
」
を

「
確
保
」
し
、
生
活
困
窮
に
よ
る
入
営
困
難
の
兵
員
を
救
う
可
能
性
も
あ
っ

た
。
し
か
る
に
、
一
八
八
九
年
徴
兵
令
改
正
は
、
こ
の
「
情
実
」
に
よ
る

「
判
定
権
限
」
を
上
記
第
二
十
条
の
よ
う
に
法
制
化
し
た
が
、
同
改
正
の
起

案
・
審
査
過
程
な
ど
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
地
方
行
政
機
関
の
「
情
実
」

に
よ
る
「
判
定
権
限
」
を
名
実
と
も
に
抹
消
し
、
「
其
家
族
自
活
シ
能
ハ
サ

ル
ノ
確
証
ア
ル
着
」
の
判
定
の
資
料
提
出
に
と
ど
め
さ
せ
た
。
す
な
わ
ち
、

必
任
義
務
徴
兵
制
の
整
備
に
と
も
な
い
、
徴
兵
事
務
体
鯛
の
中
央
集
権
化
や

地
方
兵
事
行
政
の
官
僚
主
義
化
を
強
行
し
た
の
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
同
時
期
の
フ
ラ
ン
ス
の
兵
役
法
に
も
日
本
の
一
八
八
九
年
徴
兵

令
第
二
十
条
に
相
当
す
る
よ
う
な
、
生
活
困
窮
に
よ
る
入
営
困
難
の
兵
員
に

対
す
る
徴
集
猶
予
・
一
年
在
営
の
措
置
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　

同
措
置
適
用
率
は
、
日
本
の
適
用
率
よ
り
も
は
る
か
に
高
か
っ
た
。
日
本
で

は
、
軍
に
よ
っ
て
同
措
置
適
用
は
抑
制
さ
れ
た
。
ま
た
、
仮
に
同
措
置
が
著

101 （905）



者
指
摘
の
よ
う
に
「
好
感
を
も
っ
て
む
か
え
ら
れ
た
」
な
ら
ば
、
一
九
〇
四

年
下
士
兵
卒
家
族
救
助
令
や
｝
九
一
七
年
軍
事
救
護
法
な
ど
の
制
定
（
こ
れ

ら
の
法
令
自
体
も
、
生
活
嚢
虫
者
の
徴
集
・
出
役
者
に
対
す
る
見
返
り
的
保

障
と
し
て
の
国
費
負
担
を
最
小
限
に
お
さ
え
る
も
の
で
あ
っ
た
が
）
は
あ
り

え
な
い
だ
ろ
う
。

　
（
三
）
　
著
者
は
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
中
高
等
教
育
機
関
在
学
者
の
徴
集

猶
予
な
ど
を
改
正
し
た
一
九
｝
八
年
徴
兵
令
中
改
正
を
検
討
し
、
「
意
外
な

こ
と
に
は
じ
め
は
教
育
調
査
会
で
徴
兵
令
に
つ
い
て
改
正
へ
の
建
議
が
あ
っ

た
」
と
記
述
す
る
。
し
か
し
、
一
九
一
三
年
設
置
の
教
育
調
査
会
が
翌
年
七

月
に
徴
兵
令
中
改
正
に
関
す
る
建
議
を
お
こ
な
っ
た
の
は
、
「
意
外
」
な
こ

と
で
は
な
く
、
日
本
教
育
史
研
究
な
ど
で
は
周
知
の
史
実
で
あ
る
。
な
お
、

著
者
は
、
糊
（
皿
、
W
）
で
帝
国
議
会
な
ど
に
お
け
る
兵
役
税
の
議
論
を
と

り
あ
げ
、
大
島
健
　
陸
軍
大
臣
の
兵
役
税
不
同
意
答
弁
を
「
素
っ
気
な
い
答

弁
」
と
し
て
い
る
。
陸
軍
省
な
ど
に
兵
役
税
に
関
す
る
議
論
を
期
待
す
る
の

は
無
理
だ
ろ
う
。
著
者
紹
介
の
陸
軍
省
の
「
大
正
十
五
年
十
一
月
徴
募
課

我
国
二
於
ケ
ル
兵
役
税
建
議
ノ
沿
革
」
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
兵
役

税
の
建
議
案
・
法
案
は
帝
国
議
会
の
第
一
回
議
会
か
ら
提
出
さ
れ
て
い
た
。

陸
軍
省
は
い
ず
れ
も
不
同
意
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
兵
員
に
徴
集
さ
れ
て
天
皇

の
「
股
肱
」
（
一
八
八
二
年
半
入
勅
諭
）
と
し
て
の
義
務
を
尽
く
す
こ
と
は

身
体
ま
る
ご
と
の
奉
仕
・
献
上
で
あ
り
、
金
円
納
税
に
よ
っ
て
足
れ
り
と
す

る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
精
神
と
は
相
い
れ
な
い
と
し
た
の
で
あ
る
。
陸
軍
省
の
兵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　

役
税
不
同
意
の
論
理
は
初
期
徴
兵
令
の
段
階
で
決
着
済
み
で
あ
る
。

　
著
者
は
「
は
じ
め
に
」
の
箇
所
で
、
「
政
府
や
議
会
各
派
が
『
あ
る
べ
き

徴
兵
制
』
を
め
ぐ
っ
て
闘
っ
た
そ
の
足
跡
を
あ
と
づ
け
」
る
云
々
と
記
述
す

る
。
し
か
し
、
徴
兵
制
の
あ
り
か
た
は
、
天
皇
の
編
制
大
権
・
統
帥
大
権
に

連
関
し
波
及
す
る
も
の
で
あ
り
、
天
皇
制
国
家
の
権
力
的
な
支
配
・
被
支
配

構
造
に
整
合
す
る
か
た
ち
で
成
立
・
運
営
さ
れ
た
。
著
者
は
「
闘
っ
た
」
と

か
「
国
民
や
世
評
が
望
ん
だ
『
あ
る
べ
き
徴
兵
制
』
」
云
々
と
記
述
す
る
が
、

本
書
紹
介
の
「
あ
る
べ
き
徴
兵
制
」
な
る
も
の
の
議
論
等
は
権
力
的
な
支

配
・
被
支
配
構
造
の
強
化
・
弱
化
を
す
す
め
る
か
否
か
と
い
う
根
幹
的
部
分

を
深
め
ず
、
周
辺
的
部
分
へ
の
言
及
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
同
言
及

も
、
「
涙
ぐ
ま
し
い
ほ
ど
の
」
、
「
ふ
て
ぶ
て
し
さ
」
、
「
溜
飲
の
下
が
る
思
い
」

な
ど
の
情
緒
的
指
摘
が
目
立
つ
。
徴
兵
制
と
は
本
質
的
に
、
「
人
情
の
機
微
」

（
著
者
記
述
）
を
超
え
た
権
力
的
な
支
配
・
被
支
配
構
造
の
世
界
に
成
立
す

る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
明
確
化
せ
ず
に
、
徴
兵
制
は
「
緊
張
を
社
会
に
強

い
る
」
と
著
者
が
指
摘
し
て
も
、
徴
兵
制
に
よ
る
「
緊
張
」
は
軽
い
も
の
と

し
て
受
け
と
め
ら
れ
、
天
皇
制
国
家
の
徴
兵
制
自
体
は
積
極
的
・
肯
定
的
な

も
の
と
し
て
受
け
と
め
ら
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。

（
注
）
拙
稿
コ
八
八
○
～
～
八
九
〇
年
代
に
お
け
る
地
方
行
政
機
関
の
兵
事
事
務

管
掌
」
「
歴
史
学
研
究
』
第
四
三
七
号
、
一
九
七
六
年
十
月
、
青
木
書
店
。

（
B
5
判
二
七
九
頁
　
一
九
九
六
年
十
月
　
吉
川
弘
文
館
　
二
九
八
七
円
）

　
　
　
（
北
海
道
教
育
大
学
函
館
校
教
授
　
函

102 （906）




